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(57)【要約】
【課題】　１画面内に複数の情報を表示し、ユーザーが
知りたい情報を判別しやすく詳細に表示することができ
るウェアラブル端末装置及び画像処理方法等の提供。
【解決手段】　ウェアラブル端末装置１００は、表示画
像を表示する表示部１２０と、処理部１１０を含む。処
理部１１０は、表示画像を分割した第１～第Ｍの表示領
域の各表示領域において、第１～第Ｎの情報種別の情報
のうちのいずれかの情報を表示する処理を行い、表示画
像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わった
場合に、第１～第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第
ｉの表示領域のサイズを変更し、第１の表示画像では、
第ｉの表示領域に、第１の情報詳細度で、第ｊの情報種
別の情報を表示し、第２の表示画像では、サイズが変更
された第ｉの表示領域に、第１の情報詳細度と異なる第
２の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示する処
理を行う。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画像を表示する表示部と、
　前記表示部における前記表示画像の表示制御を行う処理部と、
　を含み、
　前記処理部は、
　前記表示画像を分割した第１の表示領域～第Ｍの表示領域の各表示領域において（Ｍは
２以上の整数）、第１の情報種別の情報～第Ｎの情報種別の情報のうちのいずれかの情報
を表示する処理を行い（Ｎは２以上の整数）、
　前記表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わった場合に、前記第１の
表示領域～前記第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを変更し（
ｉは１≦ｉ≦Ｍの整数）、
　前記第１の表示画像では、前記第ｉの表示領域に、第１の情報詳細度で、第ｊの情報種
別の情報を表示する処理を行い（ｊは１≦ｊ≦Ｎの整数）、
　前記第２の表示画像では、サイズが変更された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報
詳細度と異なる第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行うこ
とを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記処理部は、
　前記表示画像が前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替わった場合に、少
なくとも前記第ｉの表示領域のサイズを拡大し、
　前記第２の表示画像では、拡大された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度よ
りも高い前記第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行うこと
を特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記処理部は、
　前記表示画像が前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替わった場合に、少
なくとも前記第ｉの表示領域のサイズを縮小し、
　前記第２の表示画像では、縮小された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度よ
りも低い前記第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行うこと
を特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記第１の情報種別の情報～前記第Ｎの情報種別の情報は、
　生体検出情報及び活動検出情報の少なくとも１つと、
　時刻情報及び環境検出情報の少なくとも１つと、
　を含むことを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　操作部の操作を検出する検出部を含み、
　前記処理部は、
　前記検出部により前記操作部に対する所与の操作が検出された場合に、前記表示画像を
前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替えて表示する処理を行うことを特徴
とするウェアラブル端末装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記操作部は、
　所与の回転軸の周りに回転可能な部材であり、
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　前記処理部は、
　前記検出部により、前記所与の操作として前記操作部の回転操作が検出された場合に、
前記表示画像を前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替えて表示する処理を
行うことを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記処理部は、
　前記回転操作の回転方向に対応する方向に前記第ｉの表示領域のサイズを拡大又は縮小
することを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれかにおいて、
　前記処理部は、
　前記表示画像を前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替えて、前記第ｉの
表示領域を拡大した場合に、前記操作部の位置に対応する位置にコマンドのガイドオブジ
ェクトを表示する処理を行い、
　前記検出部により前記操作部に対する前記所与の操作が検出された場合に、前記ガイド
オブジェクトに対応する前記コマンドを実行することを特徴とするウェアラブル端末装置
。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかにおいて、
　前記処理部は、
　日常生活モードと運動モードとの切り替え処理を行い、
　前記日常生活モードに設定した場合には、前記第１の情報種別の情報～前記第Ｎの情報
種別の情報のうち、前記日常生活モードに対応付けられた情報種別のＰ個の情報を表示し
（Ｐは１≦Ｐ≦Ｎの整数）、
　前記運動モードに設定した場合には、前記第１の情報種別の情報～前記第Ｎの情報種別
の情報のうち、前記運動モードに対応付けられた情報種別のＱ個（Ｑは１≦Ｑ≦Ｎの整数
）の情報を表示する処理を行うことを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかにおいて、
　前記情報詳細度が高い情報は、
　前記情報詳細度が低い情報よりも、情報を伝達するオブジェクトの数が多いことを特徴
とするウェアラブル端末装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれかにおいて、
　前記情報詳細度が低い情報は、
　アイコンであり、
　前記情報詳細度が高い情報は、
　前記アイコンと数値情報であることを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれかにおいて、
　前記第１の表示領域～前記第Ｍの表示領域は、
　前記第１の表示領域～前記第Ｍの表示領域の各表示領域がパイ型に分割されている、又
は同心円状に構成されていることを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項１３】
　表示画像を表示する表示部と、
　前記表示部における前記表示画像の表示制御を行う処理部と、
　を含み、
　前記処理部は、
　前記表示画像をパイ型又は同心円状に分割した第１の表示領域～第Ｍの表示領域のうち
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（Ｍは２以上の整数）、第１の表示領域に生体検出情報又は活動検出情報を表示し、第２
の表示領域に時刻情報又は環境検出情報を表示する処理を行うことを特徴とするウェアラ
ブル端末装置。
【請求項１４】
　第１の情報を表示する第１の表示領域と、第２の情報を表示する第２の表示領域とを備
える表示部と、
　前記表示部の表示制御を行う処理部と、
　前記処理部と電気通信関係にある操作部と、
　を含み、
　前記処理部は、
　前記操作部からの信号に基づいて、前記第１の表示領域を前記第２の表示領域よりも大
きくし、前記第１の表示領域に表示させる前記第１の情報に関する情報詳細度を高くする
表示処理を行うことを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項１５】
　請求項１４において、
　前記処理部は、
　前記情報詳細度を高くする前記表示処理として、前記第１の情報に関する情報の表示項
目を増やす処理、前記第１の情報の時系列変化を表示する処理、前記第１の情報の前記時
系列変化の時間的な解像度を上げる処理、及び前記第１の情報に基づいて導出された導出
情報を表示する処理のうち、少なくともいずれか１つの処理を行うことを特徴とするウェ
アラブル端末装置。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５において、
　前記第１の情報は、
　脈拍数、歩数、方位、時刻、日時、活動量、カロリーバランス及び睡眠時間のうちのい
ずれか１つに関する情報であることを特徴とするウェアラブル端末装置。
【請求項１７】
　表示画像を分割した第１の表示領域～第Ｍの表示領域の各表示領域において（Ｍは２以
上の整数）、第１の情報種別の情報～第Ｎの情報種別の情報のうちのいずれかの情報を表
示する処理を行い（Ｎは２以上の整数）、
　前記表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わった場合に、前記第１の
表示領域～前記第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを拡大し（
ｉは１≦ｉ≦Ｍの整数）、
　前記第１の表示画像では、前記第ｉの表示領域に、第１の情報詳細度で、第ｊの情報種
別の情報を表示する処理を行い（ｊは１≦ｊ≦Ｎの整数）、
　前記第２の表示画像では、拡大された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度よ
りも高い第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行うことを特
徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェアラブル端末装置及び画像処理方法等に関係する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、腕時計型端末装置等のウェアラブル端末装置（電子機器）は多機能化してきてお
り、複数の機能の情報をうまく表示させる必要がある。複数の機能の情報を表示するウェ
アラブル端末装置としては、例えば機能毎に設けられた複数のメモリスケール（文字盤目
盛）を有する腕時計型端末装置が公知である。
【０００３】
　また、特許文献１では、複数の機能の情報を表示するウェアラブル端末装置として、回
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転ベゼルを有する回転ベゼル付電子時計が開示されている。この特許文献１の回転ベゼル
付電子時計は、同文献の第２図に示されるように、回転ベゼルを回すと表示部を区分する
枠体の位置が変わり、モードが変化して、表示部に表示する情報が変化する。
【０００４】
　そして、特許文献２にも、回転ベゼルを有する電子腕時計が開示されている。特許文献
２の電子腕時計は、回転ベゼルを回すと、複数設けられた表示窓部の位置が変化し、これ
によりモードが変化する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開昭６１－０７２６９７号公報
【特許文献２】特開２００２－１７４６８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　複数のメモリスケールを表示面（文字盤）に設けたウェアラブル端末装置は、情報の読
み取り易さに問題がある。例えば、針の下に複数のメモリスケールがある場合には、針が
どのメモリスケールに対応する値を指し示しているのか判別し辛い。その上、表示内容も
数値のみでは判断することが難しい。
【０００７】
　また、ウェアラブル端末装置に搭載されている機能は、時刻表示のみならず、例えば脈
拍、標高、気温、歩数、曲の再生／停止など、多岐にわたっている。しかし、ウェアラブ
ル端末装置の表示部（表示面）に複数種類の情報を同時に表示する場合には、各情報に割
り当てることができる表示スペースが制限されてしまい、必要な情報を詳細に表示するこ
とが難しい。
【０００８】
　一方、実際には１画面内に表示すべき情報はユーザー毎に限定的である。すなわち、ユ
ーザーが利用していない機能の情報の詳細まで画面内に表示させる必要性は乏しく、利用
していない機能の情報の詳細まで表示させることは、表示画面の利用効率も良いとは言え
ない。
【０００９】
　本発明の幾つかの態様によれば、１画面内に複数の情報を表示し、ユーザーが知りたい
情報を判別しやすく詳細に表示することができるウェアラブル端末装置及び画像処理方法
等を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様は、表示画像を表示する表示部と、前記表示部における前記表示画像の
表示制御を行う処理部と、を含み、前記処理部は、前記表示画像を分割した第１の表示領
域～第Ｍの表示領域の各表示領域において（Ｍは２以上の整数）、第１の情報種別の情報
～第Ｎの情報種別の情報のうちのいずれかの情報を表示する処理を行い（Ｎは２以上の整
数）、前記表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わった場合に、前記第
１の表示領域～前記第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを変更
し（ｉは１≦ｉ≦Ｍの整数）、前記第１の表示画像では、前記第ｉの表示領域に、第１の
情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行い（ｊは１≦ｊ≦Ｎの整数）、
前記第２の表示画像では、サイズが変更された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳
細度と異なる第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行うウェ
アラブル端末装置に関係する。
【００１１】
　本発明の一態様では、表示画像を分割した複数の表示領域に対して、情報種別が異なる
複数の情報を表示する処理を行う。そして、表示画像が第１の表示画像から第２の表示画
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像に切り替わった場合に、第１の表示領域～第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第ｉの
表示領域のサイズを変更する。さらに、第１の表示画像において第ｉの表示領域に表示さ
れた情報に対して、情報種別が同じであり、情報詳細度が異なる情報を、第２の表示画像
の第ｉの表示領域に表示する処理を行う。よって、１画面内に複数の情報を表示し、ユー
ザーが知りたい情報を判別しやすく詳細に表示することが可能となる。
【００１２】
　また、本発明の一態様では、前記処理部は、前記表示画像が前記第１の表示画像から前
記第２の表示画像に切り替わった場合に、少なくとも前記第ｉの表示領域のサイズを拡大
し、前記第２の表示画像では、拡大された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度
よりも高い前記第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行って
もよい。
【００１３】
　これにより、１画面内に複数の情報を表示しつつ、拡大された表示領域に、ユーザーが
知りたい情報を判別しやすく詳細に表示すること等が可能になる。
【００１４】
　また、本発明の一態様では、前記処理部は、前記表示画像が前記第１の表示画像から前
記第２の表示画像に切り替わった場合に、少なくとも前記第ｉの表示領域のサイズを縮小
し、前記第２の表示画像では、縮小された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度
よりも低い前記第２の情報詳細度で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行って
もよい。
【００１５】
　これにより、ユーザーが詳細に知りたい情報以外の情報を、必要最小限の情報詳細度で
表示すること等が可能になる。
【００１６】
　また、本発明の一態様では、前記第１の情報種別の情報～前記第Ｎの情報種別の情報は
、生体検出情報及び活動検出情報の少なくとも１つと、時刻情報及び環境検出情報の少な
くとも１つと、を含んでもよい。
【００１７】
　これにより、少なくとも２種類の情報を表示部に同時に表示すること等が可能になる。
【００１８】
　また、本発明の一態様では、操作部の操作を検出する検出部を含み、前記処理部は、前
記検出部により前記操作部に対する所与の操作が検出された場合に、前記表示画像を前記
第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替えて表示する処理を行ってもよい。
【００１９】
　これにより、ユーザーの意思で、表示画像を第１の表示画像から第２の表示画像に切り
替えること等が可能になる。
【００２０】
　また、本発明の一態様では、前記操作部は、所与の回転軸の周りに回転可能な部材であ
り、前記処理部は、前記検出部により、前記所与の操作として前記操作部の回転操作が検
出された場合に、前記表示画像を前記第１の表示画像から前記第２の表示画像に切り替え
て表示する処理を行ってもよい。
【００２１】
　これにより、回転ベゼルやリューズを回転させる簡易な操作をユーザーが行うことで、
表示画像を第１の表示画像から第２の表示画像に切り替えること等が可能になる。
【００２２】
　また、本発明の一態様では、前記処理部は、前記回転操作の回転方向に対応する方向に
前記第ｉの表示領域のサイズを拡大又は縮小してもよい。
【００２３】
　これにより、操作部を回転させる回転方向をユーザーが決めることにより、任意の表示
領域を拡大させること等が可能になる。
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【００２４】
　また、本発明の一態様では、前記処理部は、前記表示画像を前記第１の表示画像から前
記第２の表示画像に切り替えて、前記第ｉの表示領域を拡大した場合に、前記操作部の位
置に対応する位置にコマンドのガイドオブジェクトを表示する処理を行い、前記検出部に
より前記操作部に対する前記所与の操作が検出された場合に、前記ガイドオブジェクトに
対応する前記コマンドを実行してもよい。
【００２５】
　これにより、拡大された表示領域に表示されている情報に対応する機能に対する、ユー
ザーによる操作をスムーズに誘導すること等が可能になる。また、ガイドオブジェクトを
表示することにより、ユーザーに対して、ウェアラブル端末装置の機能の説明や示唆を行
うこと等が可能になる。
【００２６】
　また、本発明の一態様では、前記処理部は、日常生活モードと運動モードとの切り替え
処理を行い、前記日常生活モードに設定した場合には、前記第１の情報種別の情報～前記
第Ｎの情報種別の情報のうち、前記日常生活モードに対応付けられた情報種別のＰ個の情
報を表示し（Ｐは１≦Ｐ≦Ｎの整数）、前記運動モードに設定した場合には、前記第１の
情報種別の情報～前記第Ｎの情報種別の情報のうち、前記運動モードに対応付けられた情
報種別のＱ個（Ｑは１≦Ｑ≦Ｎの整数）の情報を表示する処理を行ってもよい。
【００２７】
　これにより、例えば日常生活モードでは、ユーザーが日常生活において頻繁に閲覧する
情報を表示し、運動モードでは、ユーザーが運動時に閲覧する情報を表示すること等が可
能になる。
【００２８】
　また、本発明の一態様では、前記情報詳細度が高い情報は、前記情報詳細度が低い情報
よりも、情報を伝達するオブジェクトの数が多くてもよい。
【００２９】
　これにより、情報を詳細に表示する際に、多くのオブジェクトを表示して、ユーザーに
多くの情報を伝えること等が可能になる。
【００３０】
　また、本発明の一態様では、前記情報詳細度が低い情報は、アイコンであり、前記情報
詳細度が高い情報は、前記アイコンと数値情報であってもよい。
【００３１】
　これにより、アイコンを表示することにより、表示領域を小さく抑えながら瞬間的に情
報を把握しやすくし、かつ詳細表示を行う際には、数値情報により正確で詳細な情報を表
示すること等が可能になる。
【００３２】
　また、本発明の一態様では、前記第１の表示領域～前記第Ｍの表示領域は、前記第１の
表示領域～前記第Ｍの表示領域の各表示領域がパイ型に分割されていてもよく、又は同心
円状に構成されていてもよい。
【００３３】
　これにより、円形に配置した方が分かりやすい情報について、表示スペースを効率良く
活用して表示すること等が可能になる。
【００３４】
　また、本発明の他の態様は、表示画像を表示する表示部と、前記表示部における前記表
示画像の表示制御を行う処理部と、を含み、前記処理部は、前記表示画像をパイ型又は同
心円状に分割した第１の表示領域～第Ｍの表示領域のうち（Ｍは２以上の整数）、第１の
表示領域に生体検出情報又は活動検出情報を表示し、第２の表示領域に時刻情報又は環境
検出情報を表示する処理を行うウェアラブル端末装置に関係する。
【００３５】
　また、本発明の他の態様は、第１の情報を表示する第１の表示領域と、第２の情報を表
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示する第２の表示領域とを備える表示部と、前記表示部の表示制御を行う処理部と、前記
処理部と電気通信関係にある操作部と、を含み、前記処理部は、前記操作部からの信号に
基づいて、前記第１の表示領域を前記第２の表示領域よりも大きくし、前記第１の表示領
域に表示させる前記第１の情報に関する情報詳細度を高くする表示処理を行うウェアラブ
ル端末装置に関係する。
【００３６】
　これにより、１画面内に複数の情報を表示しつつ、拡大された表示領域に、ユーザーが
知りたい情報を判別しやすく詳細に表示すること等が可能になる。
【００３７】
　また、本発明の他の態様では、前記処理部は、前記情報詳細度を高くする前記表示処理
として、前記第１の情報に関する情報の表示項目を増やす処理、前記第１の情報の時系列
変化を表示する処理、前記第１の情報の前記時系列変化の時間的な解像度を上げる処理、
及び前記第１の情報に基づいて導出された導出情報を表示する処理のうち、少なくともい
ずれか１つの処理を行ってもよい。
【００３８】
　これにより、表示項目を増やしたり、時系列変化を表示したり、時系列変化をより詳し
く表示したり、第１の情報から導き出せる情報を表示したりして、第１の情報の情報詳細
度を高くすること等が可能になる。
【００３９】
　また、本発明の他の態様では、前記第１の情報は、脈拍数、歩数、方位、時刻、日時、
活動量、カロリーバランス及び睡眠時間のうちのいずれか１つに関する情報であってもよ
い。
【００４０】
　これにより、脈拍数、歩数、方位、時刻、日時、活動量、カロリーバランス及び睡眠時
間のうちのいずれか１つに関する情報を、情報詳細度を適宜変えながら、第１の表示領域
に表示すること等が可能になる。
【００４１】
　また、本発明の他の態様は、表示画像を分割した第１の表示領域～第Ｍの表示領域の各
表示領域において（Ｍは２以上の整数）、第１の情報種別の情報～第Ｎの情報種別の情報
のうちのいずれかの情報を表示する処理を行い（Ｎは２以上の整数）、前記表示画像が第
１の表示画像から第２の表示画像に切り替わった場合に、前記第１の表示領域～前記第Ｍ
の表示領域のうちの、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを拡大し（ｉは１≦ｉ≦Ｍの整
数）、前記第１の表示画像では、前記第ｉの表示領域に、第１の情報詳細度で、第ｊの情
報種別の情報を表示する処理を行い（ｊは１≦ｊ≦Ｎの整数）、前記第２の表示画像では
、拡大された前記第ｉの表示領域に、前記第１の情報詳細度よりも高い第２の情報詳細度
で、前記第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行う画像処理方法に関係する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本実施形態のシステム構成例の説明図。
【図２】腕時計型端末装置の具体的な構成例の説明図。
【図３】表示画像と複数の表示領域の説明図。
【図４】表示画像の切り替え処理の説明図。
【図５】日常生活モードで表示する表示画像の説明図。
【図６】日常生活モードで表示する他の表示画像の説明図。
【図７】日常生活モードで表示する他の表示画像の説明図。
【図８】ガイドオブジェクトの説明図。
【図９】情報種別の説明図。
【図１０】運動モードで表示する表示画像の説明図。
【図１１】運動モードで表示する表示画像の他の説明図。
【図１２】標高の履歴を表すグラフをズームインする機能の説明図。
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【図１３】運動モードで表示する他の表示画像の説明図。
【図１４】ストップウォッチ機能の説明図。
【図１５】運動モードで表示する他の表示画像の説明図。
【図１６】運動モードで表示する他の表示画像の説明図。
【図１７】表示画像と複数の表示領域の他の説明図。
【図１８】表示画像の切り替え処理の特殊例の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　以下、本実施形態について説明する。なお、以下で説明する本実施形態は、特許請求の
範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではない。また、本実施形態で説明
される構成の全てが、本発明の必須構成要件であるとは限らない。
【００４４】
　１．概要
　本実施形態のウェアラブル端末装置は、複数の情報種別の情報を表示可能であり、かつ
ユーザーが知りたい情報を判別しやすく詳細に表示する。ウェアラブル端末装置としては
、例えば後述する図２に示すような腕時計型端末装置が挙げられる。
【００４５】
　本実施形態の腕時計型端末装置は、後述する図５に示すように、表示画像が表示される
表示パネル（表示部）と、回転ベゼルＢＺを有しており、表示画像が、パイ型の複数の表
示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）に分割されている。そして、例えば後述する図６に示すように
、腕時計型端末装置のユーザー（装着者）が、矢印ＹＪ２で示す方向に回転ベゼルＢＺを
回すと、その回転に連動して、各表示領域の位置や大きさが変化する。例えば、図６の例
では、図５の状態から表示領域ＡＲ２が拡大されて、表示画像の右半分の領域が表示領域
ＡＲ２になっている。一方、図６の表示領域ＡＲ１は、図５の状態から縮小されて、表示
画像の左上領域だけになっている。
【００４６】
　拡大された表示領域には、領域が拡大された分だけ多くの情報を表示することができ、
各表示領域に単一の情報種別の情報だけを表示すれば、見辛くもならない。従って、本実
施形態の腕時計型端末装置は、サイズが拡大された表示領域には、より詳細な情報を表示
し、サイズが縮小された表示領域には、アイコンなどの簡易的な情報を表示する。
【００４７】
　そして、例えばユーザーが時刻を詳細に知りたい場合には、回転ベゼルＢＺを図６に示
すように回転させて、時刻情報を詳細に表示させればよいし、ユーザーがカレンダーを詳
細に閲覧したい場合には、回転ベゼルＢＺを回転させて図５に示すような状態にすればよ
い。このように、ユーザーが回転ベゼルを回すことで、詳細に表示する情報を選択するこ
とができる。
【００４８】
　よって、本実施形態のウェアラブル端末装置は、複数の情報種別の情報を表示すること
ができ、かつユーザーが知りたい情報を判別しやすく詳細に表示することができる。
【００４９】
　２．システム構成例
　次に、図１に、本実施形態のウェアラブル端末装置（腕時計型端末装置、電子機器）１
００の構成例を示す。本実施形態のウェアラブル端末装置１００は、処理部１１０と、表
示部１２０と、を含む。また、ウェアラブル端末装置１００は、図１に示すように、検出
部１３０と、記憶部１４０と、操作部材（操作部）１５０と、を含んでいてもよい。操作
部材１５０は、例えば回転ベゼル１５１と、リューズ１５２と、を含む。なお、ウェアラ
ブル端末装置１００は、図１の構成に限定されず、これらの一部の構成要素を省略したり
、他の構成要素を追加したりするなどの種々の変形実施が可能である。
【００５０】
　また、図２に示すように、例えばウェアラブル端末装置１００が腕時計型端末装置であ
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る場合には、腕時計型端末装置１００は、筐体１６０と、筐体１６０に取り付けられるバ
ンド部１８０と、を有する。筐体１６０は、腕時計型端末装置１００の本体部に相当する
部材であり、回転ベゼル１５１及びリューズ１５２等の操作部材や、表示部１２０が設け
られる。また、筐体１６０は、処理部１１０や記憶部１４０等を内蔵してもよく、例えば
処理部１１０が実装される基板（回路基板）を内部に含んでいてもよい。バンド部１８０
は、図２に示すように、例えばユーザー（装着者）の手首などに巻き付けて、腕時計型端
末装置１００を固定する。
【００５１】
　次に、ウェアラブル端末装置１００の各部で行われる処理について説明する。
【００５２】
　表示部１２０（ディスプレイ）は、表示画像などの各種の表示を行うためのものであり
、例えば液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどにより実現できる。
【００５３】
　処理部１１０は、表示部１２０における表示画像の表示制御を行う。処理部１１０は、
ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）、ＤＳＰ（D
igital Signal Processor）、或いはＡＳＩＣ（application specific integrated circu
it）によるハードウェア回路等、種々の構成により実現されるプロセッサーであってもよ
い。
【００５４】
　記憶部１４０は、処理部１１０等のワーク領域となるもので、その機能はＲＡＭ等のメ
モリーやＨＤＤ（ハードディスクドライブ）などにより実現できる。記憶部１４０に記憶
される情報の具体例は、図４等を用いて後述する。
【００５５】
　操作部材１５０は、例えば所与の回転軸の周りに回転可能な部材である。例えば前述し
たように、操作部材１５０は、回転ベゼル１５１と、リューズ１５２とを含む。ただし、
操作部材１５０は、これらに限定されず、例えばボタンやスイッチ等であってもよい。
【００５６】
　回転ベゼル１５１は、筐体１６０（狭義には表示部１２０）の枠に相当する部材であり
、筐体１６０の周縁部、特に表示部１２０の外周に相当する位置に設けられる。特に、本
実施形態に係る回転ベゼル１５１は、所与の軸を回転軸として回転可能な回転ベゼルであ
る。ここで、所与の軸は、例えば表示部１２０に交差する方向の軸であって、狭義には表
示部１２０に直交する方向の軸などである。ただし、本実施形態の手法では、回転ベゼル
の替わりに他の回転部材を用いてもよい。
【００５７】
　リューズ（竜頭、クラウン）１５２は、図２に示すように、例えば筐体１６０の側面部
に設けられた突起部である。リューズ１５２は、所与の軸を回転軸として回転可能である
。ここで、所与の軸は、例えば筐体１６０の側面部に交差する方向の軸であって、狭義に
は筐体１６０の側面部に直交する方向の軸などである。また、リューズ１５２は、例えば
押し込んだり、引っ張ったりするなど、筐体１６０の側面部に対して位置が可変であって
もよい。ただし、本実施形態の手法では、リューズ１５２の替わりに、ボタンやスイッチ
などの他の部材を用いてもよい。
【００５８】
　検出部１３０は、操作部材１５０を用いた操作を検出する。例えば操作部材１５０が回
転ベゼル１５１を含む場合、ウェアラブル端末装置１００は検出部１３０として不図示の
パルス数検出センサーを有していてもよい。そして、回転ベゼル１５１の下面に所与の光
学パターンを設け、パルス数検出センサーが、回転ベゼル１５１の下面に対して光を照射
し、当該光の反射光を検出する。このようにすれば、パルス数検出センサーで検出される
パルス数が回転ベゼル１５１の回転量と相関を有することになるため、センサー情報に基
づいて回転ベゼル１５１の回転状態（狭義には回転方向及び回転量）を検出することが可
能になる。ただし、本実施形態における回転ベゼルの回転状態の検出手法はこれに限定さ
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れず、広く知られた他の回転ベゼルの回転状態検出手法（例えば機械的な構造により検出
する手法等）を広く適用可能である。そのため、本実施形態の検出部１３０は種々の手法
で用いられる種々のセンサー等による実現が可能である。
【００５９】
　３．処理の詳細
　次に、本実施形態の処理の詳細について説明する。
【００６０】
　処理部１１０は、表示画像を分割した複数の表示領域に対して、情報種別が異なる複数
の情報を表示する処理を行う。言い換えれば、処理部１１０は、表示画像を分割した第１
の表示領域～第Ｍの表示領域の各表示領域において（Ｍは２以上の整数）、第１の情報種
別の情報～第Ｎの情報種別の情報のうちのいずれかの情報を、表示部１２０に表示する処
理を行う（Ｎは２以上の整数）。処理部１１０（プロセッサー）で行われる本実施形態の
各処理は、記憶部１４０（メモリー）に記憶される情報（各種データ又はプログラム）に
基づき実行される。
【００６１】
　表示画像は、例えば図３に示すように、Ｍ個の表示領域を有している。図３の例では、
Ｍ＝３であり、表示画像ＤＩＭは、３つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）を有している。例
えば図３の例では、第１の表示領域ＡＲ１に第１の情報種別の情報ＩＦ１を表示し、第２
の表示領域ＡＲ２に第２の情報種別の情報ＩＦ２を表示し、第３の表示領域ＡＲ３に第３
の情報種別の情報ＩＦ３を表示している。また、各表示領域に表示する情報種別は、任意
の組み合わせが可能である。例えば不図示であるが、Ｎ＝５である場合には、第１の表示
領域ＡＲ１に第４の情報種別の情報ＩＦ４を表示し、第２の表示領域ＡＲ２に第５の情報
種別の情報ＩＦ５を表示し、第３の表示領域ＡＲ３に第１の情報種別の情報ＩＦ１を表示
してもよいし、その他の組み合わせも可能である。この場合には、どの表示領域にも表示
されない情報種別があってもよい。例えば上記のＮ＝５の例では、第２の情報種別の情報
ＩＦ２と第３の情報種別の情報ＩＦ３が、どの表示領域にも表示されない。なお、図３の
例では、各表示領域においてそれぞれ異なる情報種別の情報を表示しているが、本実施形
態はそれに限定されず、ある表示領域に、他の表示領域に表示している情報種別と同一の
情報種別の情報を表示してもよい。
【００６２】
　そして、処理部１１０は、表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わっ
た場合に、第１の表示領域～第Ｍの表示領域のうちの、少なくとも第ｉの表示領域のサイ
ズを変更する（ｉは１≦ｉ≦Ｍの整数）。
【００６３】
　ここで、記憶部１４０には、複数の画像が記憶されている。例えば、図４の例では、記
憶部１４０に３つの画像（ＩＭ１～ＩＭ３）が記憶されており、処理部１１０が表示画像
ＤＩＭ（第１の表示画像ＤＩＭ１）として、３つの画像（ＩＭ１～ＩＭ３）の中から画像
ＩＭ１を選択（特定）している。図４に示すように、記憶部１４０に記憶されている複数
の画像（ＩＭ１～ＩＭ３）は、それぞれ３つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）を有しており
（Ｍ＝３）、複数の画像間で各表示領域の区分け方（形状）が異なる。例えば、画像ＩＭ
１では、表示領域ＡＲ１が最も広い表示領域であるが、画像ＩＭ２では表示領域ＡＲ２が
、画像ＩＭ３では表示領域ＡＲ３がそれぞれ最も広い表示領域である。なお、記憶部１４
０に記憶されている複数の画像は、予め記憶部１４０に記憶されている画像群であっても
よいし、処理部１１０が生成した画像群であってもよい。
【００６４】
　そして図４の例において、処理部１１０が、次に表示画像ＤＩＭとして画像ＩＭ２を選
択（特定）すれば、表示画像ＤＩＭの表示領域ＡＲ１と表示領域ＡＲ２のサイズを変更す
ることができる（ｉ＝１又は２）。この場合には、画像ＩＭ１が第１の表示画像ＤＩＭ１
になり、画像ＩＭ２が第２の表示画像ＤＩＭ２になる。なお、第１の表示画像は、表示画
像の変更前に表示部１２０に表示されていた表示画像のことであり、第２の表示画像は、
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表示画像の変更後に表示部１２０に表示される表示画像のことである。
【００６５】
　さらに、図４においては不図示であるが、画像ＩＭ２が表示画像ＤＩＭである状態から
、処理部１１０が、表示画像ＤＩＭとして画像ＩＭ３を選択（特定）すれば、表示画像Ｄ
ＩＭの表示領域ＡＲ２と表示領域ＡＲ３のサイズを変更することができる（ｉ＝２又は３
）。この場合には、画像ＩＭ２が第１の表示画像になり、画像ＩＭ３が第２の表示画像に
なる。
【００６６】
　そして、処理部１１０は、第１の表示画像において第ｉの表示領域に表示された情報に
対して、情報種別が同じであり、情報詳細度が異なる情報を、第２の表示画像の第ｉの表
示領域に表示する処理を行う。すなわち、処理部１１０は、第１の表示画像では、第ｉの
表示領域に、第１の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行い（ｊは１
≦ｊ≦Ｎの整数）、第２の表示画像では、サイズが変更された第ｉの表示領域に、第１の
情報詳細度と異なる第２の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示する処理を行う。
【００６７】
　ここで、図５及び図６を用いて具体例を説明する。まず図５及び図６の例では、３つの
表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）を有する表示画像を表示部に表示しており、図５の表示画像
と図６の表示画像とでは、表示領域の区分け方が異なっている。そして、どちらの表示画
像においても、第１の表示領域ＡＲ１には、カレンダー情報が表示されており、第２の表
示領域ＡＲ２には時刻情報が表示され、第３の表示領域にはアラーム設定情報が表示され
ている。前述した図３の説明と図５の状態を照らし合わせると、第１の情報種別はカレン
ダーであり、第２の情報種別は時刻であり、第３の情報種別はアラーム設定である。
【００６８】
　そして、図５の表示画像を第１の表示画像とし、図６の表示画像を第２の表示画像とし
て、図５の表示画像から図６の表示画像に表示画像を切り替えるものとする。この時、図
５の表示画像では、最も広い表示領域ＡＲ１に１週間分のカレンダー情報を表示し、図６
の表示画像では、サイズが変更された表示領域ＡＲ１に１日分のカレンダー情報を表示す
る。図５の表示画像の表示領域ＡＲ１に表示するカレンダー情報と、図６の表示画像の表
示領域ＡＲ１に表示するカレンダー情報とでは、情報種別が同じであるが、情報詳細度が
異なっている。前述した説明に当てはめれば、第ｉの表示領域は表示領域ＡＲ１であり（
ｉ＝１）、第ｊの情報種別はカレンダーである。そして、図５の表示領域ＡＲ１に表示す
るカレンダー情報は、図６の表示領域ＡＲ１に表示するカレンダー情報よりも詳細であり
、第１の情報詳細度は第２の情報詳細度よりも高い。
【００６９】
　一方、図５の表示画像では、表示領域ＡＲ２に分単位で時刻情報を表示し、図６の表示
画像では、サイズが変更されて最も広くなった表示領域ＡＲ２に、秒単位で時刻情報を表
示する。この時、図５の表示画像の表示領域ＡＲ２に表示する時刻情報と、図６の表示画
像の表示領域ＡＲ２に表示する時刻情報とでは、情報種別が同じであるが、情報詳細度が
異なっている。前述した説明に当てはめれば、第ｉの表示領域は表示領域ＡＲ２であり（
ｉ＝２）、第ｊの情報種別は時刻である。そして、図６の表示領域ＡＲ２に表示する時刻
情報は、図５の表示領域ＡＲ２に表示する時刻情報よりも詳細であり、第２の情報詳細度
は第１の情報詳細度よりも高い。
【００７０】
　つまり、図５及び図６に示すように、ユーザーがカレンダー情報を１週間分、詳細に知
りたい場合には、図５に示す第１の表示画像を表示させればよいし、ユーザーが時刻情報
を秒単位まで詳細に知りたい場合には、図６に示す第２の表示画像を表示させればよい。
本例のように、最も広い表示領域に詳細な情報を表示すれば、多くの情報量で、ある情報
種別の情報を表示する表示スペースを十分に確保することができ、ユーザーが知りたい情
報を判別しやすくすることができる。また、他の表示領域に簡易的な情報を表示すること
により、ユーザーが、ある情報の詳細を確認しながら、他の情報も同時に確認することが
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可能になる。さらに、前述したように、情報種別毎に表示領域が分かれているため、１つ
の表示画像に複数の情報を表示しても、情報が入り乱れて、判別し辛くなることもない。
【００７１】
　よって、１画面内に複数の情報を表示し、ユーザーが知りたい情報を判別しやすく詳細
に表示することが可能となる。
【００７２】
　ここで、図５及び図６に示すように、表示画像を第１の表示画像から第２の表示画像に
切り替える場合には、例えばＡＲ２のようにサイズが拡大する表示領域と、例えばＡＲ１
のようにサイズが縮小する表示領域がある。以下では、表示領域が拡大する場合と表示領
域が縮小する場合に分けて説明を行う。
【００７３】
　まず、ユーザーが知りたい情報は、判別しやすく、かつ詳細に表示する必要がある。し
かし、詳細度が高い情報は情報量が多く、表示するためには広い表示領域を必要とする。
広い表示領域を確保できない場合には、情報の表示サイズを小さくしなければいけないが
、情報の表示サイズを小さくすると、ユーザーが情報を判別し辛くなるため、得策ではな
い。
【００７４】
　そこで、本実施形態では、ユーザーが知りたい情報を表示する表示領域のサイズを拡大
する。具体的には、処理部１１０が、表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切
り替わった場合に、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを拡大する。そして、処理部１１
０は、第１の表示画像において第ｉの表示領域に表示された情報に対して、情報種別が同
じであり、情報詳細度がより高い情報を、第２の表示画像の第ｉの表示領域に表示する処
理を行う。すなわち、処理部１１０は、第１の表示画像では、第ｉの表示領域に、第１の
情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示し、第２の表示画像では、拡大された第ｉの
表示領域に、第１の情報詳細度よりも高い第２の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を
表示する処理を行う。
【００７５】
　言い替えれば、本実施形態のウェアラブル端末装置１００は、第１の情報を表示する第
１の表示領域と、第２の情報を表示する第２の表示領域とを備える表示部１２０と、表示
部１２０の表示制御を行う処理部１１０と、処理部１１０と電気通信関係にある操作部１
５０と、を含む。そして、処理部１１０は、操作部１５０からの信号に基づいて、第１の
表示領域を第２の表示領域よりも大きくし、第１の表示領域に表示させる第１の情報に関
する情報詳細度を高くする表示処理を行う。
【００７６】
　例えば前述したように、図５の第１の表示画像では、表示領域ＡＲ２に時刻情報を分単
位で表示するが、図６の第２の表示画像では、サイズが拡大された表示領域ＡＲ２に、時
刻情報をより詳細に秒単位まで表示する。
【００７７】
　また、図６の表示画像を図７の表示画像に変更する場合には、表示領域ＡＲ３が拡大さ
れる。この場合には、図６に示す表示領域ＡＲ３には、アラーム設定情報としてアラーム
のオン・オフを表すアイコンだけを表示して、図７の表示領域ＡＲ３には、アラーム設定
情報として、前述したアイコンに加えて、アラームを鳴らす設定時刻も表示する。
【００７８】
　このどちらの例においても、拡大された表示領域には、より詳細な情報を表示している
。
【００７９】
　これにより、１画面内に複数の情報を表示しつつ、拡大された表示領域に、ユーザーが
知りたい情報を判別しやすく詳細に表示することが可能となる。拡大された表示領域に詳
細度が高い情報を表示することで、表示する情報の表示サイズを小さくする必要もなく、
情報の判別しやすさを維持できる。
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【００８０】
　このように、情報詳細度が高い情報は、情報詳細度が低い情報よりも、情報を伝達する
オブジェクトの数が多い。オブジェクト（画像オブジェクト）とは、テキスト、数値又は
画像等の情報を伝達するために表示される表示物である。
【００８１】
　言い替えれば、処理部１１０は、第１の表示画像の第ｉの表示領域では、情報を伝達す
るオブジェクトをＲ個表示し（Ｒは任意の整数）、表示画像を第１の表示画像から第２の
表示画像に切り替えて、第ｉの表示領域を拡大した場合に、第２の表示画像の第ｉの表示
領域では、Ｒ個より多くの数のオブジェクトを表示する処理を行う。
【００８２】
　より具体的に言えば、例えば情報詳細度が低い情報は、アイコンであり、情報詳細度が
高い情報は、アイコンと数値情報である。すなわち、処理部１１０は、第１の表示画像の
第ｉの表示領域では、例えばアイコンを表示し、表示画像を第１の表示画像から第２の表
示画像に切り替えて、第ｉの表示領域を拡大した場合に、第２の表示画像の第ｉの表示領
域では、例えばアイコンと数値情報とを表示する処理を行う。
【００８３】
　例えば、前述した図６と図７の例では、図６の表示領域ＡＲ３では、アラームがオン状
態になっていることを示すアイコンだけを表示しているが、図７の表示領域ＡＲ３では、
アイコンに加えて、アラームを鳴らす設定時刻も表示している。
【００８４】
　これにより、情報を詳細に表示する際に、通常と比べて多くのオブジェクトを表示して
、ユーザーに多くの情報を伝えること等が可能になる。
【００８５】
　また、アイコンを表示することにより、表示領域を小さく抑えながらユーザーが瞬間的
に情報を把握しやすくし、かつ詳細表示を行う際には、数値情報により正確で詳細な情報
を表示すること等が可能になる。
【００８６】
　このように、ユーザーが詳細に知りたい情報以外の情報については、多くの情報を表示
する必要はなく、必要最小限の情報さえ表示できれば十分である。そのため、表示する情
報量が少なくて済み、広い表示領域も不要である。
【００８７】
　そこで、処理部１１０は、表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替わっ
た場合に、少なくとも第ｉの表示領域のサイズを縮小する。そして、処理部１１０は、第
１の表示画像において第ｉの表示領域に表示された情報に対して、情報種別が同じであり
、情報詳細度がより低い情報を、第２の表示画像の第ｉの表示領域に表示する処理を行う
。すなわち、処理部１１０は、第１の表示画像では、第ｉの表示領域に、第１の情報詳細
度で、第ｊの情報種別の情報を表示し、第２の表示画像では、縮小された第ｉの表示領域
に、第１の情報詳細度よりも低い第２の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表示する
処理を行う。
【００８８】
　例えば前述したように、図５の第１の表示画像では、表示領域ＡＲ１に１週間分のカレ
ンダー情報を表示するが、図６の第２の表示画像では、サイズが縮小された表示領域ＡＲ
１に、カレンダー情報を１日分だけ表示する。また、図６の表示画像を図７の表示画像に
切り替える場合には、表示領域ＡＲ２が縮小され、表示される時刻情報が、秒単位から分
単位になる。このどちらの例においても、縮小された表示領域に、詳細度の低い情報を表
示している。
【００８９】
　これにより、ユーザーが詳細に知りたい情報以外の情報を、必要最小限の情報詳細度で
表示すること等が可能になる。また、ユーザーが詳細に知りたい情報以外の情報を表示す
る表示領域を縮小することで、ユーザーが詳細に知りたい情報を表示する表示領域を拡大
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することができ、効率的な情報表示を行うことができる。さらに、表示領域を縮小したた
め、ユーザーが詳細に知りたい情報を確認している間でも、ユーザーの邪魔をせずに、他
の情報を表示することができる。
【００９０】
　また、処理部１１０は、情報詳細度を高くする表示処理として、第１の情報に関する情
報の表示項目を増やす処理、第１の情報の時系列変化を表示する処理、第１の情報の時系
列変化の時間的な解像度を上げる処理、及び第１の情報に基づいて導出された導出情報を
表示する処理のうち、少なくともいずれか１つの処理を行う。
【００９１】
　具体的に、第１の情報に関する情報の表示項目を増やす処理は、例えば表示項目がアイ
コンだけの状態から、数値情報や機能の説明情報などの表示項目を増やして表示する処理
などである。
【００９２】
　また、第１の情報の時系列変化を表示する処理は、例えば所定期間内に取得された第１
の情報を時系列順に表示する処理である。例えばその場合には、処理部１１０が、横軸が
時間を表し、縦軸が第１の情報が取り得る数値（大きさ）等を表すグラフを表示する処理
を行う。他にも、第１の情報の時系列変化を表示する処理は、第１の情報を時系列順にス
ライド表示する処理などであってもよい。その場合には、第１のタイミングで取得された
第１の情報を表示した後に、第１のタイミングの後の第２のタイミングで取得された第１
の情報を表示し、次々とこれを繰り返す。
【００９３】
　さらに、第１の情報の時系列変化の時間的な解像度を上げる処理は、例えば１日単位で
時系列表示していた第１の情報を、１時間単位で時系列表示するように変更する処理など
である。すなわち、時系列変化の時間的な解像度を上げる処理は、時系列変化の変化単位
を細かく（小さく）する処理である。また、本実施形態は、１日単位から１時間単位に変
更することには限定されず、１時間単位から１分単位や１秒単位に変更する等の種々の変
形実施が可能である。
【００９４】
　そして、第１の情報に基づいて導出された導出情報を表示する処理は、例えば第１の情
報に基づいて算出された情報を追加表示する処理である。例えば、第１の情報が脈拍数で
ある場合には、脈拍数から理想脈拍数との差を導出情報として算出し、算出した理想脈拍
数との差を追加表示するような処理である。
【００９５】
　これにより、表示項目を増やしたり、時系列変化を表示したり、時系列変化をより詳し
く表示したり、第１の情報から導き出せる情報を表示したりして、第１の情報の情報詳細
度を高くすること等が可能になる。
【００９６】
　また、処理部１１０は、検出部１３０により操作部材１５０に対する所与の操作が検出
された場合に、図４又は図５～図７に示すように、表示画像を第１の表示画像から第２の
表示画像に切り替えて表示する処理を行う。
【００９７】
　これにより、ユーザーの意思で、表示画像を第１の表示画像から第２の表示画像に切り
替えること等が可能になる。
【００９８】
　例えば、操作部材１５０は、前述したように、図５～図７に示す回転ベゼルＢＺや、リ
ューズ等を含む。この場合には、処理部１１０は、検出部１３０により、所与の操作とし
て操作部材１５０の回転操作が検出された場合に、表示画像を第１の表示画像から第２の
表示画像に切り替えて表示する処理を行う。例えば回転操作は、回転ベゼルＢＺの回転操
作やリューズの回転操作などである。また、他にも所与の操作は、例えばリューズやボタ
ンの押下などであってもよい。
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【００９９】
　これにより、回転ベゼルやリューズを回転させる簡易な操作をユーザーが行うことで、
表示画像を第１の表示画像から第２の表示画像に切り替えること等が可能になる。
【０１００】
　そして、処理部１１０は、回転操作の回転方向に対応する方向に第ｉの表示領域のサイ
ズを拡大又は縮小する。
【０１０１】
　例えば、図５及び図６の例では、図６の矢印ＹＪ２で示す回転方向に回転ベゼルＢＺが
回転させられた場合に、検出部１３０が、ＹＪ２の方向への回転ベゼルＢＺの回転操作を
検出する。そして、処理部１１０が、ＹＪ２の方向への回転操作が検出された場合に、表
示画像を図５の表示画像から図６の表示画像に切り替えて、表示領域ＡＲ２のサイズをＹ
Ｊ２の方向に対応する方向に拡大する。
【０１０２】
　一方、図５の矢印ＹＪ１で示す回転方向に回転ベゼルＢＺが回転させられた場合には、
検出部１３０が、ＹＪ１の方向への回転ベゼルＢＺの回転操作を検出する。そして、処理
部１１０が、ＹＪ１の方向への回転操作が検出された場合に、表示画像を図６の表示画像
から図５の表示画像に切り替えて、表示領域ＡＲ２のサイズをＹＪ１の方向に対応する方
向に縮小する。
【０１０３】
　また、図６及び図７の例では、図７の矢印ＹＪ３で示す回転方向に回転ベゼルＢＺが回
転させられた場合に、検出部１３０が、ＹＪ３の方向への回転ベゼルＢＺの回転操作を検
出する。そして、処理部１１０が、ＹＪ３の方向への回転操作が検出された場合に、表示
画像を図６の表示画像から図７の表示画像に切り替えて、ＹＪ３の方向に対応する方向に
表示領域ＡＲ３のサイズを拡大する。
【０１０４】
　このように、回転ベゼル１５１を回転させる回転方向をユーザーが決めることにより、
任意の表示領域を拡大させること等が可能になる。例えば、ユーザーが知りたい情報が表
示されている表示領域を拡大させること等が可能になる。なお、前述した例では、表示領
域のサイズを拡大又は縮小する方向は、回転操作の回転方向と同じ方向であったが、本実
施形態はそれに限定されず、例えば回転操作の回転方向と逆方向であってもよい。
【０１０５】
　次に、ガイドオブジェクトに関する処理について説明する。処理部１１０は、表示画像
を第１の表示画像から第２の表示画像に切り替えて、第ｉの表示領域を拡大した場合に、
操作部材１５０の位置に対応する位置に、コマンド（機能）の説明や示唆をするためのガ
イドオブジェクトを表示する処理を行ってもよい。そして、その場合、処理部１１０は、
検出部１３０により操作部材１５０に対する所与の操作が検出された場合に、ガイドオブ
ジェクトに対応するコマンドを実行する。
【０１０６】
　ここで、ガイドオブジェクトは、そのガイドオブジェクトに対応する操作部材に対して
所与の操作を行うことにより、そのガイドオブジェクトに対応するコマンドが実行される
ことを、ユーザーに示唆するための表示である。また、コマンドは、処理部１１０が行う
所与の処理に対応付けられた命令のことである。例えば、コマンドの具体例としては、ス
トップウォッチのスタートやストップを指示するコマンドや、グラフのズームイン表示や
ズームアウト表示を指示するコマンドなどが挙げられる。
【０１０７】
　具体例を図７及び図８に示す。図６の表示画像から図７の表示画像に切り替えた場合、
処理部１１０は、拡大した表示領域ＡＲ３にガイドオブジェクトＧＯ１を表示する処理を
行う。図７のガイドオブジェクトＧＯ１は、ガイドオブジェクトＧＯ１の近傍にあるリュ
ーズＣＲ１を押下することにより、アラームをオフ状態に変更可能であることをユーザー
に示唆するためのガイド表示である。ガイドオブジェクトは、例えば表示画像において操
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作部材の近傍など、操作部材に対応する位置に表示される。そして、図８の矢印ＰＳ１で
示すように、リューズＣＲ１を押下すると、アラームをオフ状態に変更するコマンドが実
行され、アラームがオフ状態になり、アイコンがオフ状態を表すものに変更される。同時
にガイドオブジェクトも、アラームがオン状態に変化することを示すガイドオブジェクト
ＧＯ２に変更される。
【０１０８】
　これにより、拡大された表示領域に表示されている情報に対応する機能に対する、ユー
ザーによる操作をスムーズに誘導すること等が可能になる。つまり、ガイドオブジェクト
を表示することで、ユーザーがどの操作部材１５０を操作すれば、ウェアラブル端末装置
の機能を操作できるかを把握しやすくすることができる。
【０１０９】
　次に、情報種別の具体例を図９に示す。情報種別は、例えば生体検出情報、活動検出情
報、日時情報、環境検出情報及びその他のアプリケーション情報等に大別される。
【０１１０】
　生体検出情報は、例えばウェアラブル端末装置１００の装着者（ユーザー）の生体に関
する情報である。生体検出情報は、ウェアラブル端末装置１００に設けられた脈波センサ
ー等により測定されたセンサー検出情報や、ユーザーにより入力された情報などである。
具体的に生体検出情報としては、脈拍数（脈波、脈拍）や血圧に関する情報などが挙げら
れる。
【０１１１】
　活動検出情報は、例えばウェアラブル端末装置１００の装着者（ユーザー）の活動結果
に関する情報である。活動検出情報は、ウェアラブル端末装置１００に設けられた加速度
センサー等により測定されたセンサー検出情報や、ユーザーにより入力された情報などで
ある。具体的に活動検出情報としては、歩数や移動距離に関する情報などが挙げられる。
【０１１２】
　日時情報は、時刻（時間）や日付けを表す情報である。具体的に日時情報としては、日
付け（カレンダー）、時刻（時計）、アラーム設定に関する情報などが挙げられる。
【０１１３】
　環境検出情報は、例えばウェアラブル端末装置１００の周囲の環境に関する情報である
。具体的に環境検出情報としては、例えば気温、湿度、標高、気圧、方位（方向）に関す
る情報などが挙げられ、それぞれ、ウェアラブル端末装置１００に設けられた温度センサ
ー、湿度センサー、気圧センサー、方位センサー等により取得される。また、環境検出情
報は、ウェアラブル端末装置１００とネットワークを介して接続される電子機器（例えば
サーバー等）から取得可能な情報などであってもよい。
【０１１４】
　その他のアプリケーション情報は、ウェアラブル端末装置１００やウェアラブル端末装
置と通信接続される電子機器等の機能に関する情報である。例えば、その他のアプリケー
ション情報としては、ストップウォッチやミュージックプレイヤーに関する情報などが挙
げられる。なお、本実施形態の情報種別は、図９の例に限定されず、その他の情報種別を
含むことができる。
【０１１５】
　そして、表示画像に表示される第１の情報種別の情報～第Ｎの情報種別の情報は、生体
検出情報及び活動検出情報の少なくとも１つと、時刻情報及び環境検出情報の少なくとも
１つと、を含む。
【０１１６】
　これにより、少なくとも２種類の情報を表示部１２０に同時に表示すること等が可能に
なる。
【０１１７】
　言い替えれば、表示部１２０に表示する情報は、脈拍数、歩数、方位、時刻、日時、活
動量、カロリーバランス及び睡眠時間のうちのいずれか１つに関する情報である。
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【０１１８】
　これにより、脈拍数、歩数、方位、時刻、日時、活動量、カロリーバランス及び睡眠時
間のうちのいずれか１つに関する情報を、情報詳細度を適宜変えながら、任意の表示領域
に表示すること等が可能になる。
【０１１９】
　また、本実施形態のウェアラブル端末装置１００は、日常生活モードと運動モードの切
り替えが可能であり、各モードで表示画像を切り替えることができる。
【０１２０】
　具体的には、処理部１１０は、日常生活モードと運動モードとの切り替え処理を行い、
日常生活モードに設定した場合には、第１の情報種別の情報～第Ｎの情報種別の情報のう
ち、日常生活モードに対応付けられた情報種別のＰ個の情報を表示する（Ｐは１≦Ｐ≦Ｎ
の整数）。
【０１２１】
　そして、処理部１１０は、運動モードに設定した場合には、第１の情報種別の情報～第
Ｎの情報種別の情報のうち、運動モードに対応付けられた情報種別のＱ個（Ｑは１≦Ｑ≦
Ｎの整数）の情報を表示する処理を行う。
【０１２２】
　例えば、各情報種別は、前述した図９に示すように、各モードに対応付けられている。
具体的には、例えば日常生活モードには、日付け（カレンダー）、時刻（時計）、アラー
ム設定などの日時情報と、ミュージックプレイヤーが対応付けられている。そして、例え
ば運動モードには、脈拍数、血圧などの生体検出情報と、歩数、移動距離などの活動検出
情報と、気温、湿度、標高、気圧、方位などの環境検出情報と、ストップウォッチ、ミュ
ージックプレイヤーが対応付けられている。なお、ミュージックプレイヤーのように、両
方のモードに対応付けられている情報種別があってもよい。
【０１２３】
　前述した図５～図８は日常生活モードの例である。そして、運動モードの例を図１０～
図１６に示す。図１０～図１６の例では、表示画像が５つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ５）
に分割されている。そして、第１の表示領域ＡＲ１には、脈拍数に関する情報が表示され
、第２の表示領域ＡＲ２には、標高に関する情報が表示され、第３の表示領域ＡＲ３には
、ストップウォッチに関する情報が表示され、第４の表示領域ＡＲ４には、歩数に関する
情報が表示され、第５の表示領域ＡＲ５には、方位に関する情報が表示されている。
【０１２４】
　これにより、日常生活モードでは、ユーザーが日常生活において頻繁に閲覧する情報を
表示し、運動モードでは、ユーザーが運動時に閲覧する情報を表示すること等が可能にな
る。なお、図５～図８、図１０～図１６の例のように、日常生活モードと運動モードで、
表示画像中の表示領域の数が異なっていてもよいし、同じであってもよい。また、両方の
モードに表示する情報種別があってもよい。
【０１２５】
　次に、図１０～図１６の例について具体的に説明する。図１０では、表示領域ＡＲ１が
拡大されており、表示領域ＡＲ１において、脈拍数に関する詳細な情報が表示されている
。例えば図１０の例では、脈拍数の高さを５段階のゾーン（レベル）で表すアイコンＡＣ
と、実際に測定された脈拍数の数値情報ＭＩが表示されている。そして、矢印ＹＪ４で示
すように、回転ベゼルＢＺを回転させることにより、表示画像を切り替えることができる
。なお、脈拍数に関する情報としては、上記以外に最低脈拍数、安静時脈拍数、平均脈拍
数、最高脈拍数、脈拍数の時系列変化を示すグラフなどを含んでもよい。そして、脈拍数
に関する情報詳細度の高い情報として表示する情報、および情報詳細度の低い情報として
表示する情報を、ユーザーが選択可能なように構成しても良いし、規定値として設定され
ていても良い。例えば、最低脈拍数、安静時脈拍数、平均脈拍数、最高脈拍数、脈拍数の
時系列変化を示すグラフ等を、情報詳細度の高い情報として表示し、アイコン等を情報詳
細度の低い情報として表示するように、ユーザーが選択可能であってもよい。
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【０１２６】
　例えば、図１１の矢印ＹＪ５で示す方向に回転ベゼルＢＺを回すと、図１０の表示画像
が図１１の表示画像に切り替わる。この時、図１１の表示画像では、表示領域ＡＲ２が拡
大されており、表示領域ＡＲ２において、標高に関する詳細な情報が表示されている。例
えば図１１の表示領域ＡＲ２には、標高を表す具体的な数値情報（５１２ｍ）に加えて、
過去の移動ポイントにおける標高の履歴を表す折れ線グラフと、気温（１２．７°）と、
気圧（９７５ｈＰａ）も併せて表示されている。
【０１２７】
　さらに、図１１の表示領域ＡＲ２には、ガイドオブジェクトＧＯ３とガイドオブジェク
トＧＯ４も表示されている。このガイドオブジェクトＧＯ３は、対応するリューズＣＲ１
を操作すると、標高の履歴のグラフをズームアウトして表示できることを示している。ま
た、ガイドオブジェクトＧＯ４は、対応するリューズＣＲ２を操作すると、標高の履歴の
グラフをズームインして表示できることを示している。例えば、図１２に示すように、リ
ューズＣＲ２を矢印ＰＳ２で示すように押下すると、処理部１１０が、標高に関する直近
の履歴だけをグラフとして表示するコマンドを実行する。そして、グラフを最大までズー
ムインすると、処理部１１０は、図１２に示すように、ガイドオブジェクトＧＯ４を非表
示にする処理を行う。
【０１２８】
　次に、図１３の矢印ＹＪ６で示す方向に回転ベゼルＢＺを回すと、図１１（又は図１２
）の表示画像が図１３の表示画像に切り替わる。この時、図１３の表示画像では、表示領
域ＡＲ３が拡大されており、表示領域ＡＲ３において、ストップウォッチに関する詳細な
情報が表示されている。例えば図１３の表示領域ＡＲ３には、現在の計測時間と、ガイド
オブジェクトＧＯ５が表示されている。このガイドオブジェクトＧＯ５は、対応するリュ
ーズＣＲ２を操作すると、ストップウォッチをスタートできることを示している。
【０１２９】
　そして、図１３の矢印ＰＳ３に示すように、リューズＣＲ２を押下して計測をスタート
させると、図１４に示すように、ガイドオブジェクトＧＯ６と、ガイドオブジェクトＧＯ
７が新たに表示される。ガイドオブジェクトＧＯ６は、対応するリューズＣＲ１を操作す
ると、ラップタイムが取得できることを示している。また、ガイドオブジェクトＧＯ７は
、対応するリューズＣＲ２を操作すると、計測をストップできることを示している。
【０１３０】
　さらに、図１５の矢印ＹＪ７で示す方向に回転ベゼルＢＺを回すと、図１３（又は図１
４）の表示画像が図１５の表示画像に切り替わる。この時、図１５の表示画像では、表示
領域ＡＲ４が拡大されており、表示領域ＡＲ４において、歩数に関する詳細な情報が表示
されている。例えば図１５の表示領域ＡＲ４には、現在（その日）の累積歩数（５６２ｓ
ｔｅｐｓ）と、日毎の累積歩数の棒グラフと、２つのガイドオブジェクト（ＧＯ８、ＧＯ
９）が表示されている。この２つのガイドオブジェクト（ＧＯ８、ＧＯ９）は、図１１に
おいて前述したガイドオブジェクト（ＧＯ３、ＧＯ４）と同様に、グラフのズームインと
ズームアウトを示唆するものであるため、詳細な説明は省略する。なお、歩数に関する情
報は、上記以外にも、目標歩数に対する進捗度合、時間ごとの累積歩数、過去に計測され
た日毎累積歩数の最大値などを含んでもよい。そして、歩数に関する情報詳細度の高い情
報として表示する情報、および情報詳細度の低い情報として表示する情報を、ユーザーが
選択可能なように構成しても良いし、規定値として設定されていても良い。例えば、日毎
の累積歩数の棒グラフ等を、情報詳細度の高い情報として表示し、目標歩数に対する進捗
度合等を情報詳細度の低い情報として表示するように、ユーザーが選択可能であってもよ
い。
【０１３１】
　さらに、図１６の矢印ＹＪ８で示す方向に回転ベゼルＢＺを回すと、図１５の表示画像
が図１６の表示画像に切り替わる。この時、図１６の表示画像では、表示領域ＡＲ５が拡
大されており、表示領域ＡＲ５において、方位に関する詳細な情報が表示されている。例
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えば図１６の表示領域ＡＲ５には、現在ユーザー（又はウェアラブル端末装置１００）が
向いている方位を示す画像と、所与の方角との差を表す具体的な数値（５５°）が表示さ
れている。なお、方位に関する情報としては、上記以外にも、方位角の時系列変化、設定
された目的地の方向を示す方位を表すオブジェクト、現在地における磁北と真北（地図上
の北）と差である偏角などを含んでもよい。そして、方位に関する情報詳細度の高い情報
として表示する情報、および情報詳細度の低い情報として表示する情報を、ユーザーが選
択可能なように構成しても良いし、規定値として設定されていても良い。例えば、方位角
の時系列変化等を、情報詳細度の高い情報として表示し、現在ユーザー（又はウェアラブ
ル端末装置１００）が向いている方位のアイコン等を情報詳細度の低い情報として表示す
るように、ユーザーが選択可能であってもよい。
【０１３２】
　また、これまでの説明では、表示画像がパイ型に分割された表示領域を有する場合につ
いて説明してきたが、本実施形態はそれに限定されない。すなわち、表示画像の第１の表
示領域～第Ｍの表示領域は、第１の表示領域～第Ｍの表示領域の各表示領域がパイ型に分
割されていてもよく、又は同心円状に構成されていてもよい。
【０１３３】
　例えば、表示領域が同心円状に構成されている表示画像の例を図１７に示す。図１７の
表示画像ＤＩＭは、第１の表示領域ＡＲ１と、第２の表示領域ＡＲ２と、第３の表示領域
ＡＲ３とを有し、その順番で表示画像の内側から外側に向かって配置される。この時、第
１の表示領域ＡＲ１は、円状の表示領域となり、第２の表示領域ＡＲ２は、第１の表示領
域ＡＲ１を囲む帯状の表示領域となる。そして、第３の表示領域ＡＲ３は、第２の表示領
域ＡＲ２を囲む帯状の表示領域となる。
【０１３４】
　これにより、円形に配置した方が分かりやすい情報について、表示スペースを効率良く
活用して表示すること等が可能になる。
【０１３５】
　また、表示画像がパイ型に分割された表示領域を有する場合には、各表示領域のサイズ
は、均一でなくてもよい。そして、各表示領域は、その一部が他の表示領域の一部と重畳
していてもよい。
【０１３６】
　また、これまでの説明では、回転ベゼルを回転させると、表示領域の区分け方が変わり
、表示画像内で、各表示領域とその表示領域に表示していた情報が一緒に移動していたが
、本実施形態はそれに限定されない。例えば、図１８の例に示すように、表示領域の区分
け方（サイズ、形状）が固定であり、回転ベゼルを回転させると、一見、各表示領域に表
示する情報だけが順々にシフト移動しているかのように見える変形実施も可能である。
【０１３７】
　例えば、図１８の例では、表示画像は３つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）を有しており
、最初の表示画像ＤＩＭ２１には、表示領域ＡＲ１に情報ａａが表示されており、表示領
域ＡＲ２に情報ｂｂが表示されており、表示領域ＡＲ３に情報ｃｃが表示されているもの
とする。
【０１３８】
　この時、図１８の矢印ＹＪ９に示すように、回転ベゼルＢＺを回転させると、表示画像
が表示画像ＤＩＭ２１から表示画像ＤＩＭ２２に切り替わる。そして、この際に、処理部
１１０は、３つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）の区分け方を変えずに、一見、各表示領域
に表示する情報だけを、回転方向に対応する方向にシフトしたかのように表示させる。実
際には、表示画像ＤＩＭ２２では、表示領域ＡＲ１が、表示画像ＤＩＭ２１での表示領域
ＡＲ３の位置に移動して、元の表示領域ＡＲ３と同じ形状になっている。同様にして、表
示画像ＤＩＭ２２では、表示領域ＡＲ２が、表示画像ＤＩＭ２１での表示領域ＡＲ１の位
置に移動して、元の表示領域ＡＲ１と同じ形状になり、表示領域ＡＲ３が、表示画像ＤＩ
Ｍ２１での表示領域ＡＲ２の位置に移動して、元の表示領域ＡＲ２と同じ形状になってい
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細度を各表示領域の大きさに合わせて変更する。
【０１３９】
　同様にして、図１８の矢印ＹＪ１０に示すように、回転ベゼルＢＺを回転させた場合に
も、処理部１１０は、３つの表示領域（ＡＲ１～ＡＲ３）の区分け方を変えずに、一見、
各表示領域に表示する情報だけを、回転方向に対応する方向にシフトしたかのように表示
させる。
【０１４０】
　図１８の実施例は、図４等を用いて前述した実施例の特殊な例である。図１８の実施例
では、表示画像が複数の表示領域を有しており、第ｉの表示領域と第ｋの表示領域が隣り
合っているものとする。そして、表示画像が第１の表示画像から第２の表示画像に切り替
わる場合に、第２の表示画像における第ｉの表示領域が、第１の表示画像における第ｋの
表示領域と同じ位置に移動されて、同じ形状に変更される。その他の表示領域についても
同様である。その結果、表示領域の区分け方が一見変わっていないように見える。このよ
うに、図１８の実施例は、表示領域の見た目の区分け方は変わらないが、上記のように捉
えた場合には、図４に示すように表示領域の区分け方が変わる例と本質的には同一である
と言える。そして、図１８の実施例においても、表示画像が第１の表示画像から第２の表
示画像に切り替わった場合に、第１の表示画像では、第ｉの表示領域に、第１の情報詳細
度で、第ｊの情報種別の情報を表示し、第２の表示画像では、サイズが変更された第ｉの
表示領域に、第１の情報詳細度と異なる第２の情報詳細度で、第ｊの情報種別の情報を表
示する。よって、図１８の実施例も本実施形態の変形例であると言える。
【０１４１】
　以上のように本実施形態について詳細に説明したが、本発明の新規事項および効果から
実体的に逸脱しない多くの変形が可能であることは当業者には容易に理解できるであろう
。従って、このような変形例はすべて本発明の範囲に含まれるものとする。例えば、明細
書又は図面において、少なくとも一度、より広義または同義な異なる用語と共に記載され
た用語は、明細書又は図面のいかなる箇所においても、その異なる用語に置き換えること
ができる。また、ウェアラブル端末装置等の構成、動作も本実施形態で説明したものに限
定されず、種々の変形実施が可能である。
【符号の説明】
【０１４２】
１００…ウェアラブル端末装置（腕時計型端末装置）、１１０…処理部、１２０…表示部
、
１３０…検出部、１４０…記憶部、１５０…操作部材、１５１…回転ベゼル、
１５２…リューズ、１６０…筐体、１８０…バンド部
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